
H28 H29 H30 R1 R2 R3

1-1-1-1
新たに設置した教養教育院において、新し
い教養科⽬を開設する。（最終⽬標：各教
養科⽬２科⽬以上開設）（※1）

２科⽬以上 ー 16 22 36 46 51 ◆

1-1-1-2
学⽣の語学⼒(TOEFL)を平成27年度平均点
と⽐較し，10％以上の点数向上

10％以上の点数向上
(基準値：458.6点)

456.1 441.2 456.6 450.0 453.3
463.3
(1%)

◆

1-1-1-2
学⽣の語学⼒(TOEIC)を平成27年度平均点
と⽐較し，10％以上の点数向上

10％以上の点数向上
(基準値：384.6点)

392.0 382.9 395.8 390.5 413.0
417.9
(9%)

◆

1-1-1-3
教養教育の点検評価・改善を⾏う。（最終
⽬標：授業改善への活⽤率100％）

100％ ー 69% 80% 100% ー ー

1-1-1-4
ポートフォリオの利⽤拡⼤（最終⽬標：学
⽣の教育効果に対する評価：70％以上）

70％以上 85% 84% 87% 83% ー ー

1-1-1-4
教員のアクティブ・ラーニングとポート
フォリオ活⽤率：80％以上）

80％以上 74% 82% 83% 91% ー ー

1-1-2-1
能動学修（アクティブ・ラーニング）（最
終年度実施率：80％以上）

80％以上 65% 72% 73% 79% 74% 62%

1-1-2-1 反転授業（最終年度実施率：10％以上） 10％以上 7% 8% 10% 13% 16% 16%

1-1-2-2
学⽣の意⾒が教育改⾰に結びついたことへ
の学⽣による評価：70％以上

70％以上 ー ー ー 59% 56% 68%

1-1-2-3 成績評価⽅法への学⽣の評価：70％以上 70％以上 ー ー ー 89% 86% 88%
1-1-2-3 学修成果の可視化（実施率：100％） 100％ ー 100% 100% 100% ー ー

1-1-2-3
学修成果の可視化（学⽣の評価：70％以
上）

70％以上 ー ー ー 53% 60% 58%

1-1-2-3
カリキュラムマップ作成（実施率：
100％）

100％ ー 100% 100% 100% ー ー

1-1-2-3 ナンバリング（実施率：100％） 100％ ー 100% 100% 100% ー ー

1-1-2-3 ナンバリング（学⽣の認知度：80％以上） 80％以上 ー ー ー 59% 61% 68%

1-1-2-3
授業改善システムによる授業改善への活⽤
率：100％

100％ ー ー ー 100% ー ー

1-1-3-1 専攻を越えた開講科⽬数：20以上 20以上 ー ー 15 16 36 54

1-1-3-1
専攻を越えた科⽬の⼤学院⽣の評価：70％
以上

70％以上 ー ー ー 81% 80% 93%

1-1-3-2 専攻公開ゼミの⼤学院⽣の評価：70％以上 70％以上 ー ー ー 81% 75% 88%

1-1-3-2 専攻公開ゼミの教員の評価：70％以上 70％以上 ー ー ー 80% 79% 87%

1-1-3-3
⼤学院教育において，英語コースの開設
数：４以上

４コース以上 4 4 4 4 4 4

1-1-3-3
英語による授業を各専攻開設科⽬の10％以
上

10％以上 18% 17% 16% 16% 15% 15%

1-1-4-1
コース横断的に編成された実践学習科⽬を
導⼊（14単位以上）

14単位以上 8 38 40 40 ー ー ◆

1-1-4-1 英語による授業を拡充（10科⽬以上） 10科⽬以上 2 12 15 16 ー ー ◆

1-1-4-7
教養科⽬（共通科⽬）及び専⾨科⽬を中⼼
に50科⽬以上を共同開講

50科⽬以上 15 38 61 61 ー ー

1-2-1-2
⼤学院⽣の⼤学院教育に対する評価：70％
以上

70%以上 ー ー ー 81% 85% 74%

1-2-2-1 FD教員参加率：75％以上 75%以上 90% 90% 89% 90% 95% 90%

1-3-1-1 クラス担任制度への学⽣の評価：70％以上 70%以上 ー ー ー 90% 94% 91%

1-3-1-3 学⽣の学⽣⽀援に対する評価：70％以上 70%以上 89% 57% 89% 83% 91% 88%
1-3-1-4 就職⽀援に関する学⽣の評価：70％以上 70%以上 ー ー ー 86% 93% 92%
1-4-1-1 ⼊試改善への活⽤率：100% 100％ 100% 100% 100% 100% 100% 100% ◆

（別紙）
定量的な指標を含む中期計画の達成状況⼀覧（徳島⼤学）
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H28 H29 H30 R1 R2 R3
中期計画番号 定量的な指標 ⽬標値

達成状況（実績値） 戦略性・
意欲的

2-1-1-1
第２期中期⽬標期間と⽐較して論⽂数を増
加

１倍超
(基準値：1,084件)

1,154 1,191 1,174 1,138 1,084
1,204

(1.1倍)

2-1-1-2
国際共著論⽂を第２期中期⽬標期間と⽐較
して増加

１倍超
(基準値：220件)

286 308 303 280 294
318

(1.5倍)

2-1-3-1
今期中に，新規に10社以上⼤学発ベン
チャーを設⽴

10社以上 6 8 10 15 19 23 ◆

2-2-1-1
課題解決型研究プロジェクト（３件以上）
を創設

３件以上 ー 3 3 3 5 5

2-2-1-2
重点的に⽀援する研究クラスター（年５件
以上）を認定

年５件以上 ー 8 11 11 7 4

2-2-2-2
特許関連等収⼊を第２期中期⽬標期間と⽐
較して増加

１倍超
(基準値：91,150千

円)
103,214 138,612 176,135 196,527 336,717

381,887
(4.2倍)

2-2-3-3 研究推進セミナーを（年２回以上）実施 年２件以上 10 6 2 2 6 5

3-1-1-1
地域⼈材バンク登録者数：第３期末までに
100⼈以上増加

100⼈以上増加 2 41 63 82 101 101 ◆

3-1-1-2
平成33年度⻑期インターンシップ参加者
数：平成27年度に⽐して30％以上増加（※
2）

30％以上増加
(基準値：13⼈)

35 631 734 755 715
613

(4615％)
◆

3-1-2-1
平成33年度地域課題取り組み数：平成27年
度に⽐して50％以上増加

50％以上増加
(基準値：116件)

170 159 166 176 184
185

(59％)
◆

3-1-4-1
平成31年度地域就職率：平成26年度に⽐し
て10％以上増加

10％以上増加
(基準値：34.4%)

32.6% 31.3% 29.9%
30.5%
(-11%)

ー ー ◆

3-1-4-1
平成31年度事業協働機関へのインターン
シップ参加者数：平成26年度に⽐して30％
以上増加

30％以上増加
(基準値：250⼈)

267 774 827
868

(247%)
ー ー ◆

4-1-1-1
⽇本⼈学⽣の海外留学者数を第２期中期⽬
標期間終了時に⽐べて２倍とする（※3）

２倍以上
(基準値：172⼈)

147 191 206
236

(1.4倍)
69 78

4-1-1-2
第３期中期⽬標期間中に外国⼈留学⽣の受
⼊数を350⼈以上

350⼈以上 211 266 267 304 230 186

4-1-1-3
新規協定校を第３期⽬標期間中に10校以上
開拓

10校以上 7 18 22 28 30 33

《 1-1-1-1 各科⽬群の詳細内訳 》

H28 H29 H30 R1 R2 R3
1-1-1-1 地域科学教育 2 ー 6 1 0 2 1 10

イノベーション教育 2 ー 5 3 4 6 1 19
医療系基盤教育 2 ー 3 0 2 0 0 5
理⼯系基盤教育 2 ー 0 0 2 0 2 4
汎⽤的技能教育 2 ー ー ー ー ー ー ー

グローバル化教育 2 ー 2 2 6 2 1 13

※3 令和２・３年度はオンライン留学プログラム参加者数を含む

※2 COC+事業の取り組みとして、平成29年度から全学部学⽣が⻑期インターシップを履修できる体制を整備したため、⻑期インターシップに
   位置づける科⽬数が増加

※1（1-1-1-1 補⾜：各教養科⽬群について）
  中期計画に記載している「地域科学教育」「イノベーション教育」「医療系基盤教育」「理⼯系基盤教育」「汎⽤的技能教育」
 「グローバル化教育」は、教養教育に関する科⽬群（⼤分類）であり、本計画は、各科⽬群に新たな科⽬（授業題⽬）を第３期中に
 少なくとも２科⽬以上開設する⽬標であり、４年⽬終了時評価（令和元年度）時点で既に⽬標を達成している。
  なお、これまでに科⽬群の再編を⾏っていたこと、また、学内の⾃⼰点検・評価において教養教育科⽬全体で達成度の判定を⾏っ
 ていることを踏まえ、本計画の定量指標については１つの指標としている（各科⽬群の詳細内訳については以下のとおり）。

中期計画番号 定量的な指標 ⽬標値 計
達成状況⼀覧（授業題⽬数）


